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軟質の多孔質吸音材料において、その吸音要素として多孔質構造体の変形

要因が寄与することは理論的に知られている。そこで、本稿では軟質ホ。リ

ウレタンフォームの弾性要素に着目し、その弾性性と吸音の関係について実験的に

検討を行った。
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1.はじめに 直入射条件で音響特性を求めるものであ

軟質ホ.9ウレ9ン7オーム (FPUF)は吸音材料とし る。

て広く用いられており、その音波に対する

吸収要素としては内部構造の迷路性、多孔 実験に用

3.実験試料

~~- -"ー'句蝿F 司 .司v・.-

質構造体としての動的弾性、構造体中での いた試料は 試料名
見掛け密

厚さ (nnn)
度(kgjm3)

熱交換などがある。そこで、本稿ではその中 表 lに示し LRF 73.5 30.1 

の動的弾性に着目し弾性と吸音の関係にっ た 4種類で MCFl 80.0 9.2 

いて実験的に検討を行った。 ある。 LRFは
MCF2 145.5 9.8 
Ur''C'，) 141. 6 10.0 

2.実験方法

弾性と吸音の関係を知る方法として今

回は、高分子材料の温度依存性に着目し

た。すなわち高分子材料の jJ ~7^転移点 (Tg)

近傍で弾性が大きく変化する特性を利用

し、その前後の温度変化により弾性変化を

受けた試料の 音 響 特 性 を 計 測 す る事で

FPUFの弾性と吸音の関係について調べた。

実際の測定は測定試料をセットした音響管

を恒温室に設置し、室温を 0"Cから 50"Cま

で 10"C間隔に設定し、その時の平面波、垂

L旦とLど
低反発の FPUFで最近、枕の素材として用

いられているもので、 MCFは微細切構造の

FPUFで、平均W寸法は MCFlが 130ミクロン、

MCF2，3は 115ミクロンである。

これら試料の DC法で測定した空気流れ

抵抗(Rr)の結果を図 1に示した。図中には

参考のために fラストル (GW)39，89 (kglm3)の

結果も合わせて示した。一般の吸音7オ】ム(弊

社品では VO)の値が 105(Pa' s/m2)であるか

ら LRFはほぼそれと同等であり、 MCFはそ

の微細構造ゆえ、大きな値を示している。ま

た、 MCF3は後加工により MCF2の連通性


